
毎
週　

月
･
水
･
金
曜
日
発
行

　
　

登　

載　

依　

頼

○
熊
本
県
有
料
道
路
料
金
徴
収
条
例
施
行
規
程
を
廃
止
す
る
管
理
規
程　
　
　
　

（
企　

業　

局
）　

一

○
熊
本
県
公
営
企
業
管
理
規
程
の
形
式
を
左
横
書
き
に
改
正
す
る
規
程　
　
　
　

（　
　

〃　
　

）　

一

○
熊
本
県
企
業
局
文
書
規
程
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程　
　
　
　
　
　
　
　
　

（　
　

〃　
　

）　

二

○
熊
本
県
公
営
企
業
管
理
者
が
管
理
す
る
行
政
文
書
の
開
示
等
に
関
す
る
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正

　

す
る
規
程　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（　
　

〃　
　

）　

三

○
熊
本
県
有
料
駐
車
場
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
管
理
規
程　
　
　
　
　
　

（　
　

〃　
　

）　

四

○
熊
本
県
企
業
局
組
織
規
程
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程　
　
　
　
　
　
　
　
　

（　
　

〃　
　

）　

四

○
熊
本
県
工
業
用
水
道
供
給
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
管
理
規
程　
　
　
　
　
　

（　
　

〃　
　

）　

六

○
船
津
ダ
ム
操
作
規
程
及
び
都
呂
々
ダ
ム
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程　

（　
　

〃　
　

）　

六

○
熊
本
県
企
業
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程　
　
　
　

（　
　

〃　
　

）　

七

○
熊
本
県
企
業
局
職
員
就
業
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程　
　
　
　
　
　
　
　

（　
　

〃　
　

）　

七

○
熊
本
県
企
業
局
会
計
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
管
理
規
程　
　
　
　
　
　
　
　

（　
　

〃　
　

）　

七

熊
本
県
公
営
企
業
管
理
規
程
第
一
号

　

熊
本
県
有
料
道
路
料
金
徴
収
条
例
施
行
規
程
を
廃
止
す
る
管
理
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
公
営
企
業
管
理
者　

佐　

藤　

博　

治

　
　
　

熊
本
県
有
料
道
路
料
金
徴
収
条
例
施
行
規
程
を
廃
止
す
る
管
理
規
程

　

熊
本
県
有
料
道
路
料
金
徴
収
条
例
施
行
規
程
（
昭
和
四
十
五
年
公
営
企
業
管
理
規
程
第
九
号
）
は
、
廃

止
す
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
程
は
、
平
成
十
四
年
五
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

熊
本
県
公
営
企
業
管
理
規
程
第
三
号

　

熊
本
県
公
営
企
業
管
理
規
程
の
形
式
を
左
横
書
き
に
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
公
営
企
業
管
理
者　

佐　

藤　

博　

治

　
　
　

熊
本
県
公
営
企
業
管
理
規
程
の
形
式
を
左
横
書
き
に
改
正
す
る
規
程

　

（
趣
旨
）

第
一
条　

こ
の
規
程
は
、
こ
の
規
程
の
施
行
の
際
現
に
公
布
さ
れ
て
い
る
管
理
規
程
（
以
下
「
既
存
規
程
」

　

と
い
う
。
）
の
形
式
を
左
横
書
き
に
改
正
す
る
こ
と
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

　

（
形
式
の
改
正
）

第
二
条　

既
存
規
程
の
形
式
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
左
横
書
き
に
改
正
す
る
。

　

一　

既
存
規
程
に
お
け
る
右
方
は
こ
の
規
程
に
よ
る
改
正
後
の
既
存
規
程
（
以
下
「
改
正
後
規
程
」
と

　
　

い
う
。
）
に
お
け
る
上
方
と
し
、
既
存
規
程
に
お
け
る
上
方
は
改
正
後
規
程
に
お
け
る
左
方
と
す
る
。

　

二　

改
正
後
規
程
に
お
け
る
文
字
（
符
号
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
の
配
置
は
、
既
存
規
程
に
お
け
る

　
　

文
字
の
配
置
と
す
る
。

２　

前
項
の
規
定
は
、
既
存
規
程
に
お
い
て
既
に
左
横
書
き
の
形
式
を
と
っ
て
い
る
表
及
び
様
式
並
び
に

　

現
に
縦
書
き
の
形
式
を
と
っ
て
い
る
様
式
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

　

（
用
字
及
び
用
語
の
整
理
）

第
三
条　

既
存
規
程
中
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
も
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
も
の
に

　

改
め
る
。
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目　
　

次 

登　

載　

依　

頼

一　

章
、
節
、
条
、
表
及
び
様
式
の
番
号
と
し
て
用
い
ら
れ

　

て
い
る
漢
数
字

二　

号
番
号
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
漢
数
字

三　

号
を
第
一
次
の
段
階
で
細
分
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
て

　

い
る
文
字
及
び
こ
れ
を
引
用
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い

　

る
当
該
文
字

ア
ラ
ビ
ア
数
字

左
右
を
括
弧
で
囲
ん
だ
ア
ラ
ビ
ア
数

字五
十
音
順
に
よ
る
片
仮
名



２　

前
項
の
表
七
の
項
か
ら
十
二
の
項
ま
で
に
規
定
は
縦
書
き
の
形
式
を
と
っ
て
い
る
様
式
に
つ
い
て
、

　

同
表
三
の
項
か
ら
六
の
項
ま
で
及
び
八
の
項
か
ら
十
四
の
項
ま
で
の
規
定
は
法
令
の
規
定
を
引
用
す
る

　

部
分
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

３　

前
二
項
の
規
定
に
よ
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
管
理
者
が
別
に
定
め
る
。

　

（
雑
則
）

第
四
条　

こ
の
規
程
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
必
要
な
事
項
は
、
管
理
者
が
定
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
程
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

熊
本
県
公
営
企
業
管
理
規
程
第
四
号

　

熊
本
県
企
業
局
文
書
規
程
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
公
営
企
業
管
理
者　

佐　

藤　

博　

治

　
　
　

熊
本
県
企
業
局
文
書
規
程
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

　

（
熊
本
県
企
業
局
文
書
規
程
の
一
部
改
正
）

第
一
条　

熊
本
県
企
業
局
文
書
規
程
（
昭
和
二
十
九
年
電
気
事
業
管
理
規
程
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

　

う
に
改
正
す
る
。

　
　

第
三
条
第
一
号
を
削
り
、
同
条
第
二
号
を
同
条
第
一
号
と
し
、
同
条
第
三
号
を
同
条
第
二
号
と
し
、

　

同
条
第
四
号
中
「
議
案
文
、
」
を
削
り
、
同
号
を
同
条
第
三
号
と
す
る
。

　

（
熊
本
県
企
業
局
公
印
規
程
の
一
部
改
正
）

第
二
条　

熊
本
県
企
業
局
公
印
規
程
（
昭
和
二
十
九
年
電
気
事
業
管
理
規
程
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

　

う
に
改
正
す
る
。

　
　

別
記
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

平成14年 3月29日　金曜 熊 本 県 公 報 号外　第  24  号 2

四　

号
を
第
二
次
の
段
階
で
細
分
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
て

　

い
る
文
字
及
び
こ
れ
を
引
用
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い

　

る
当
該
文
字

五　

表
中
そ
の
内
容
を
第
一
次
の
段
階
で
細
分
す
る
た
め
に

　

用
い
ら
れ
て
い
る
文
字
及
び
こ
れ
を
引
用
す
る
た
め
に
用

　

い
ら
れ
て
い
る
当
該
文
字

六　

表
中
そ
の
内
容
を
第
二
次
の
段
階
で
細
分
す
る
た
め
に

　

用
い
ら
れ
て
い
る
文
字
及
び
こ
れ
を
引
用
す
る
た
め
に
用

　

い
ら
れ
て
い
る
当
該
文
字

七　

漢
数
字
（
一
の
項
及
び
二
の
項
に
定
め
る
も
の
及
び
次

　

に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

　

イ　

固
有
名
詞
の
一
部
又
は
全
部
を
な
し
て
い
る
も
の

　

ロ　

熟
語
の
一
部
を
な
し
て
い
る
も
の

　

ハ　

数
量
又
は
順
序
を
示
す
意
味
が
薄
く
他
の
数
字
に
置

　
　

き
換
え
て
の
表
現
が
み
ら
れ
な
い
も
の

　

ニ　

数
字
の
表
記
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
万
又
は
億
で

　
　

当
該
数
字
が
百
万
以
上
の
数
を
示
す
場
合
の
当
該
万
又

　
　

は
億

八　

左
（
文
面
上
の
位
置
又
は
方
向
を
示
す
た
め
に
用
い
ら

　

れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。
）

九　

右
（
文
面
上
の
位
置
又
は
方
向
を
示
す
た
め
に
用
い
ら

　

れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。
）

十　

左
記

十
一　

上
欄

十
二　

下
欄

十
三　

よ
う
音
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
「
や
」
、
「
ゆ
」
、

　

「
よ
」
、
「
ヤ
﹈
、
「
ユ
」
又
は
「
ヨ
」

十
四　

促
音
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
「
つ
」
又
は
「
ツ
」

左
右
を
括
弧
で
囲
ん
だ
五
十
音
順
に

よ
る
片
仮
名

左
右
を
括
弧
で
囲
ん
だ
ア
ラ
ビ
ア
数

字五
十
音
順
に
よ
る
片
仮
名

ア
ラ
ビ
ア
数
字
（
漢
数
字
を
区
切
る

読
点
は
削
り
、
三
け
た
ご
と
に
コ
ン

マ
に
よ
っ
て
区
切
る
と
と
も
に
、
小

数
点
を
表
す
中
点
は
ピ
リ
オ
ド
に
改

め
る
。
）

次上
記

下
記

左
欄

右
欄

そ
れ
ぞ
れ
「
ゃ
」
、
「
ゅ
」
、
「
ょ
」
、

「
ャ
」
、
「
ュ
」
又
は
「
ョ
」

そ
れ
ぞ
れ
「
っ
」
又
は
「
ッ
」



　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
程
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

熊
本
県
公
営
企
業
管
理
規
程
第
五
号

　

熊
本
県
公
営
企
業
管
理
者
が
管
理
す
る
行
政
文
書
の
開
示
等
に
関
す
る
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る

規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
公
営
企
業
管
理
者　

佐　

藤　

博　

治

　

熊
本
県
公
営
企
業
管
理
者
が
管
理
す
る
行
政
文
書
の
開
示
等
に
関
す
る
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る

規
程

　

熊
本
県
公
営
企
業
管
理
者
が
管
理
す
る
行
政
文
書
の
開
示
等
に
関
す
る
管
理
規
程
（
平
成
十
三
年
公
営

企
業
管
理
規
程
第
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
三
条
第
三
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

　
　

た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

　

一　

条
例
第
十
条
の
規
定
に
よ
り
開
示
請
求
を
拒
否
す
る
場
合　

別
記
第
四
号
の
二
様
式
（
行
政
文
書

　
　

の
存
否
を
明
ら
か
に
し
な
い
不
開
示
決
定
通
知
書
）

　

二　

開
示
請
求
に
係
る
行
政
文
書
を
管
理
し
て
い
な
い
場
合　

別
記
第
四
号
の
三
様
式
（
行
政
文
書
の

　
　

不
存
在
に
よ
る
不
開
示
決
定
通
知
書
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

「　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「

　

別
記
第
四
号
様
式
中　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を　
　
　
　
　
　
　

に
改
め
、
同
様
式
の
次
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」　

　
　
　
　
　
　

」

次
の
二
様
式
を
加
え
る
。
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２
　
条
例
第
1
0
条
に
該
当

３
　
そ
の
他

（
理
由
）　

２
　
そ
の
他

（
理
由
）



　
　
　

附　

則

１　

こ
の
規
程
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２　

こ
の
規
程
に
よ
る
改
正
後
の
熊
本
県
公
営
企
業
管
理
者
が
管
理
す
る
行
政
文
書
の
開
示
等
に
関
す
る

　

管
理
規
程
の
規
定
は
、
こ
の
規
程
の
施
行
の
日
以
後
に
さ
れ
た
開
示
請
求
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前

　

に
さ
れ
た
開
示
請
求
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

熊
本
県
公
営
企
業
管
理
規
程
第
六
号

　

熊
本
県
有
料
駐
車
場
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
管
理
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
公
営
企
業
管
理
者　

佐　

藤　

博　

治

　
　
　

熊
本
県
有
料
駐
車
場
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
管
理
規
程

　

熊
本
県
有
料
駐
車
場
管
理
規
程
（
昭
和
五
十
五
年
公
営
企
業
管
理
規
程
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

　
　

第
四
条
第
七
項
中
「
定
期
駐
車
券
再
交
付
申
請
書
」
を
「
定
期
駐
車
券
再
発
行
申
請
書
」
に
、
「
再

　

交
付
」
を
「
再
発
行
」
に
改
め
る
。

　
　

別
記
第
一
号
様
式
中
「殿

」
を
「様

」
に
改
め
る
。

　
　

別
記
第
二
号
様
式
及
び
別
記
第
三
号
様
式
中
「　
　

」
を
「　
　
　
　
　
　

」
に
改
め
る
。

　
　

別
記
第
四
号
様
式
中
「　
　

」
を
「　
　
　
　
　
　

」
に
、
「　
　
　
　

」
を
「　
　
　
　

」
に
改

　

め
る
。

　
　

別
記
第
五
号
様
式
及
び
別
記
第
八
号
様
式
中
「殿

」
を
「様

」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
程
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

熊
本
県
公
営
企
業
管
理
規
程
第
七
号

　

熊
本
県
企
業
局
組
織
規
程
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
公
営
企
業
管
理
者　

佐　

藤　

博　

治

　
　
　

熊
本
県
企
業
局
組
織
規
程
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

　

（
熊
本
県
企
業
局
組
織
規
程
の
一
部
改
正
）

第
一
条　

熊
本
県
企
業
局
組
織
規
程
（
昭
和
四
十
年
公
営
企
業
管
理
規
程
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

　

に
改
正
す
る
。

　
　

第
九
条
第
一
項
の
総
務
課
及
び
経
営
課
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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総
務
課

　
　
　

一　

組
織
に
関
す
る
こ
と
。

　
　
　

二　

職
員
の
人
事
に
関
す
る
こ
と
。

　
　
　

三　

栄
典
そ
の
他
の
表
彰
に
関
す
る
こ
と
。

　
　
　

四　

職
員
の
給
与
、
旅
費
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
こ
と
。

　
　
　

五　

職
員
の
研
修
に
関
す
る
こ
と
。

　
　
　

六　

職
員
の
福
利
厚
生
に
関
す
る
こ
と
。

　
　
　

七　

文
書
及
び
法
規
に
関
す
る
こ
と
。

　
　
　

八　

公
印
に
関
す
る
こ
と
。

　
　
　

九　

防
災
会
議
に
関
す
る
こ
と
。

　
　
　

十　

予
算
に
関
す
る
こ
と
。

　
　
　

十
一　

予
算
の
整
理
に
関
す
る
こ
と
。

　
　
　

十
二　

起
債
に
関
す
る
こ
と
。

　
　
　

十
三　

局
長
室
に
関
す
る
こ
と
。

　
　
　

十
四　

出
先
機
関
に
関
す
る
こ
と
。

　
　
　

十
五　

監
査
に
関
す
る
こ
と
。

　
　
　

十
六　

会
計
検
査
に
関
す
る
こ
と
。

　
　
　

十
七　

物
品
の
調
達
、
保
管
及
び
処
分
に
関
す
る
こ
と
。

　
　
　

十
八　

所
管
不
明
の
事
務
の
配
分
に
関
す
る
こ
と
。

　
　
　

十
九　

政
策
調
整
及
び
広
報
に
関
す
る
こ
と
。

　
　
　

二
十　

県
議
会
に
関
す
る
こ
と
。

　
　
　

二
十
一　

重
要
政
策
に
関
す
る
こ
と
。

　
　
　

二
十
二　

業
務
状
況
の
報
告
に
関
す
る
こ
と
。

　
　
　

二
十
三　

資
産
の
取
得
、
管
理
及
び
処
分
に
関
す
る
こ
と
。

　
　
　

二
十
四　

補
償
に
関
す
る
こ
と
。

　
　
　

二
十
五　

国
有
資
産
等
所
在
市
町
村
交
付
金
の
交
付
に
関
す
る
こ
と
。

　
　
　

二
十
六　

庁
中
取
締
り
に
関
す
る
こ
と
。

　
　

経
営
課

　
　
　

一　

各
事
業
の
経
営
計
画
及
び
経
営
分
析
に
関
す
る
こ
と
。

　
　
　

二　

各
事
業
の
経
営
及
び
業
務
運
営
に
関
す
る
こ
と
。

　
　
　

三　

各
事
業
に
係
る
料
金
及
び
収
入
に
関
す
る
こ
と
。

　
　
　

四　

新
規
事
業
の
企
画
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

　
　
　

五　

建
設
事
業
の
清
算
に
関
す
る
こ
と
。

　
　
　

六　

工
事
契
約
に
関
す
る
こ
と
。

　
　
　

七　

支
出
負
担
行
為
の
確
認
及
び
支
出
命
令
の
審
査
に
関
す
る
こ
と
。

　
　
　

八　

金
銭
及
び
有
価
証
券
の
出
納
及
び
保
管
に
関
す
る
こ
と
。

　
　
　

九　

資
金
に
関
す
る
こ
と
。

　
　
　

十　

決
算
に
関
す
る
こ
と
。

　
　
　

十
一　

例
月
検
査
に
関
す
る
こ
と
。

　
　
　

十
二　

電
気
事
業
に
係
る
渇
水
準
備
金
に
関
す
る
こ
と
。

　
　

第
二
十
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

（
代
決
）

第
二
十
三
条　

所
長
の
専
決
事
項
に
つ
い
て
、
所
長
が
不
在
で
あ
る
と
き
は
、
次
長
が
そ
の
事
務
を
代
決

　

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次
長
が
二
人
以
上
あ
る
と
き
の
代
決
の
順
位
は
、
所
長

　

が
あ
ら
か
じ
め
指
定
し
た
順
位
に
よ
る
。

２　

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
次
長
が
不
在
で
あ
る
と
き
は
、
総
務
課
長
が
そ
の
事
務
を
代
決
す
る
こ
と

　

が
で
き
る
。

３　

前
二
項
の
代
決
は
、
急
施
を
要
す
る
も
の
又
は
そ
の
処
理
に
つ
い
て
あ
ら
か
じ
め
所
長
の
指
示
を
受

　

け
た
も
の
に
限
る
も
の
と
す
る
。

　
　

第
二
十
三
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
後
閲
）

第
二
十
三
条
の
二　

代
決
し
た
事
項
に
つ
い
て
は
、速
や
か
に
所
長
の
後
閲
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

た
だ
し
、
軽
易
な
も
の
に
つ
い
て
は
こ
の
限
り
で
な
い
。

　
　

第
三
十
三
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２　

前
項
の
代
決
は
、
急
施
を
要
す
る
も
の
又
は
そ
の
処
理
に
つ
い
て
あ
ら
か
じ
め
所
長
の
指
示
を
受
け

　

た
も
の
に
限
る
も
の
と
す
る
。

　
　

第
三
十
三
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
後
閲
）

第
三
十
三
条
の
二　

代
決
し
た
事
項
に
つ
い
て
は
、速
や
か
に
所
長
の
後
閲
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

た
だ
し
、
軽
易
な
も
の
に
つ
い
て
は
こ
の
限
り
で
な
い
。

　
　

別
表
第
三
中
「
給
電
課
」
を
「
総
務
課
」
に
改
め
る
。

　

（
熊
本
県
企
業
局
職
員
の
職
の
設
置
に
関
す
る
規
程
）

第
二
条　

熊
本
県
企
業
局
職
員
の
職
の
設
置
に
関
す
る
規
程（
昭
和
四
十
年
公
営
企
業
管
理
規
程
第
四
号
）

　

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　

別
表
第
一
中
「
室
長
」
を
削
る
。

　

（
熊
本
県
企
業
局
公
舎
貸
与
規
程
の
一
部
改
正
）

第
三
条　

熊
本
県
企
業
局
公
舎
貸
与
規
程
（
昭
和
三
十
九
年
電
気
事
業
管
理
規
程
第
四
号
）
の
一
部
を
次

　

の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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第
五
条
中
「
経
営
課
長
」
を
「
総
務
課
長
」
に
改
め
る
。

　

（
熊
本
県
企
業
局
職
員
住
宅
管
理
規
程
の
一
部
改
正
）

第
四
条　

熊
本
県
企
業
局
職
員
住
宅
管
理
規
程
（
昭
和
四
十
二
年
公
営
企
業
管
理
規
程
第
三
号
）
の
一
部

　

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　

第
三
条
及
び
第
八
条
中
「
経
営
課
長
」
を
「
総
務
課
長
」
に
改
め
る
。

　
　

別
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

（
熊
本
県
企
業
局
職
員
被
服
貸
与
規
程
の
一
部
改
正
）

第
五
条　

熊
本
県
企
業
局
職
員
被
服
規
程
（
昭
和
二
十
九
年
電
気
事
業
管
理
規
程
第
六
号
）
の
一
部
を
次

　

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　

別
表
第
二
中
「
経
営
課
の
補
償
及
び
財
産
管
理
担
当
職
員
」
を
「
総
務
課
の
補
償
及
び
財
産
管
理
担

　

当
職
員
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
程
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

熊
本
県
公
営
企
業
管
理
規
程
第
八
号

　

熊
本
県
工
業
用
水
道
供
給
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
管
理
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
公
営
企
業
管
理
者　

佐　

藤　

博　

治

　
　
　

熊
本
県
工
業
用
水
道
供
給
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
管
理
規
程

　

熊
本
県
工
業
用
水
道
供
給
規
程
（
昭
和
五
十
年
公
営
企
業
管
理
規
程
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

　

別
記
第
一
号
様
式
中
「殿

」
を
「様

」
に
、
「　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
を
「

　
　
　
　

」
に
改
め
る
。

　

別
記
第
二
号
様
式
及
び
別
記
第
三
号
様
式
中
「殿

」
を
「様

」
に
改
め
る
。

　

別
記
第
四
号
様
式
中
「殿

」
を
「様

」
に
、
「工

業
用
水
使
用
水
量
変
更
申
込
書

」
を
「工

業
用
水
基

本
使
用
水
量
変
更
申
込
書

」
に
改
め
る
。

　

別
記
第
五
号
様
式
か
ら
別
記
第
十
六
号
様
式
ま
で
の
様
式
中
「殿

」
を
「様

」
に
改
め
る
。

　

別
記
第
十
七
号
様
式
中
「熊

本
県
公
営
企
業
管
理
者
殿

」
を
「熊

本
県
公
営
企
業
管
理
者
様

」
に
改

め
る
。

　

別
記
第
十
八
号
様
式
中
「殿

」
を
「様

」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
程
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

熊
本
県
公
営
企
業
管
理
規
程
第
九
号

　

船
津
ダ
ム
操
作
規
程
及
び
都
呂
々
ダ
ム
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
公
営
企
業
管
理
者　

佐　

藤　

博　

治

　
　
　

船
津
ダ
ム
操
作
規
程
及
び
都
呂
々
ダ
ム
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

　

（
船
津
ダ
ム
操
作
規
程
の
一
部
改
正
）

第
一
条 
船
津
ダ
ム
操
作
規
程
（
昭
和
四
十
五
年
五
月
十
二
日
公
営
企
業
管
理
規
程
第
三
号
）
の
一
部
を
次

　

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　

別
表
第
三
中
「　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
を
「　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
に
、
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
を
「　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
に
改
め
る
。

　

（
都
呂
々
ダ
ム
管
理
規
程
の
一
部
改
正
）

第
二
条　

都
呂
々
ダ
ム
管
理
規
程
（
平
成
二
年
三
月
三
十
一
日
公
営
企
業
管
理
規
程
第
四
号
）
の
一
部
を

　

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　

目
次
中
「
第
三
章　

警
戒
越
流
時
等
に
お
け
る
措
置
に
対
す
る
特
則
」
を
「
第
三
章　

警
戒
越
流
時

等
に
お
け
る
措
置
に
関
す
る
特
則
」
に
改
め
る
。

　
　

第
四
条
及
び
第
五
条
中
「
こ
の
規
定
に
お
い
て
」
を
「
こ
の
規
程
に
お
い
て
」
に
改
め
る
。

　
　

第
二
十
条
の
見
出
し
中
「
緊
急
主
バ
ル
ブ
」
を
「
緊
急
放
流
主
バ
ル
ブ
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
程
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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貸
付
料
（
月
額
）

一
戸
当
た

り
の
面
積

戸
数

職
員
住
宅
の
所
在
地

名
　
　
称

局
職
員
以
外

の
者
に
貸
与

す
る
場
合

局
職
員
に
貸

与
す
る
場
合

管
理
者
が
別

に
定
め
る
額

円

2
7
,7
0
0

㎡

7
5
.2
3

1
0

熊
本
市
新
外
１
丁
目
２
番
1
0
号

熊
本
県
企
業

局
職
員
住
宅

8
,0
0
0

3
3
.5
7

6

船
津
調
整
地
水
位
観
測
所

船
津
調
整
池
水
位
観
測
所

船
津
調
整
池
雨
量
観
測
所

船
津
調
整
地
雨
量
観
測
所

一
日
当
た
り
　
立
方
メ
ー
ト
ル
／
日

立
方
メ
ー

ト
ル
／
日



熊
本
県
公
営
企
業
管
理
規
程
第
十
号

　

熊
本
県
企
業
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
公
営
企
業
管
理
者　

佐　

藤　

博　

治

　
　
　

熊
本
県
企
業
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

　

熊
本
県
企
業
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
四
十
一
年
公
営
企
業
管
理
規
程
第
十
六
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
第
一
中
「
室
長
」
を
削
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
程
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

熊
本
県
公
営
企
業
管
理
規
程
第
十
一
号

　

熊
本
県
企
業
局
職
員
就
業
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
公
営
企
業
管
理
者　

佐　

藤　

博　

治

　
　
　

熊
本
県
企
業
局
職
員
就
業
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

　

熊
本
県
企
業
局
職
員
就
業
規
程
（
昭
和
三
十
八
年
電
気
事
業
管
理
規
程
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

　

第
八
条
の
二
第
一
項
中
「
職
員
（
」
を
「
職
員
（
職
員
の
配
偶
者
で
当
該
子
の
親
で
あ
る
も
の
が
、
」

に
、
「
当
該
子
の
同
居
の
親
族
（
親
族
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
熊
本
県
一
般
職
の
職
員
の
例
に
よ
る
も
の

と
す
る
。
）
の
な
い
職
員
に
限
る
」
を
「
も
の
と
し
て
認
め
ら
れ
る
場
合
（
職
員
の
配
偶
者
で
当
該
子
の

親
で
あ
る
も
の
が
、
深
夜
に
お
い
て
常
態
と
し
て
当
該
子
を
養
育
で
き
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
熊
本
県
一

般
職
の
職
員
の
例
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
）
に
お
け
る
当
該
職
員
を
除
く
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中

「
前
項
中
「
子
」
と
あ
る
の
は
「
要
介
護
者
」
と
、
「
養
育
」
と
あ
る
の
は
「
介
護
」
」
を
「
前
項
中

「
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の
子
の
あ
る
職
員
（
職
員
の
配
偶
者
で
当
該
子
の
親
で
あ
る
も
の

が
、
深
夜
（
午
後
十
時
か
ら
翌
日
の
午
前
五
時
ま
で
の
間
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に

お
い
て
常
態
と
し
て
当
該
子
を
養
育
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
て
認
め
ら
れ
る
場
合
（
職
員
の
配
偶

者
で
当
該
子
の
親
で
あ
る
も
の
が
、
深
夜
に
お
い
て
常
態
と
し
て
当
該
子
を
養
育
で
き
る
場
合
に
つ
い
て

は
、
熊
本
県
一
般
職
の
職
員
の
例
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
）
に
お
け
る
当
該
職
員
を
除
く
。
）
が
、
当
該

子
を
養
育
」
と
あ
る
の
は
「
要
介
護
者
の
あ
る
職
員
が
、
当
該
要
介
護
者
を
介
護
」
と
、
「
深
夜
に
お
け

る
」
と
あ
る
の
は
「
深
夜
（
午
後
十
時
か
ら
翌
日
の
午
前
五
時
ま
で
の
間
を
い
う
。
）
に
お
け
る
」
に
改

め
る
。

　

第
十
四
条
第
二
項
中
「
三
月
」
を
「
六
月
」
に
改
め
る
。

　

第
十
六
条
第
一
項
中
「
一
歳
」
を
「
三
歳
」
に
改
め
る
。

　

第
十
七
条
第
一
項
中
「
一
歳
」
を
「
三
歳
」
に
改
め
る
。

　
　
　
　
　
　

「

　

別
表
第
二
中　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
改
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

　
　
　

附　

則

１　

こ
の
規
程
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２　

改
正
後
の
熊
本
県
企
業
局
職
員
就
業
規
程
（
以
下
「
新
規
程
」
と
い
う
。
）
第
十
四
条
の
規
定
は
、

　

改
正
前
の
熊
本
県
企
業
局
職
員
就
業
規
程
（
以
下
「
旧
規
程
」
と
い
う
。
）
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定

　

に
よ
り
介
護
休
暇
の
承
認
を
受
け
た
職
員
で
施
行
日
に
お
い
て
当
該
承
認
に
係
る
介
護
を
必
要
と
す
る

　

一
の
継
続
す
る
状
態
に
つ
い
て
の
介
護
休
暇
の
初
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
を
経
過
し
て
い
る
も
の
（
当

　

該
介
護
休
暇
の
初
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
あ
る
職
員
に
限
る
。
）
に
つ
い

　

て
も
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
新
規
程
第
十
四
条
第
二
項
中
「
連
続
す
る
六
月
の
期
間
内
」

　

と
あ
る
の
は
、
「
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
、
当
該
状
態
に
つ
い
て
の
介
護
休
暇
の
初
日
か
ら
起
算

　

し
て
六
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
」
と
す
る
。

３　

旧
規
程
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
介
護
休
暇
の
承
認
を
受
け
、
施
行
日
に
お
い
て
当
該
承
認

　

に
係
る
介
護
を
必
要
と
す
る
一
の
継
続
す
る
状
態
に
つ
い
て
の
介
護
休
暇
の
初
日
か
ら
起
算
し
て
三
月

　

を
経
過
し
て
い
な
い
職
員
の
介
護
休
暇
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
新
規
程
第
十
四
条
第
二
項
中
「
連
続
す

　

る
六
月
の
期
間
内
」
と
あ
る
の
は
、
「
当
該
状
態
に
つ
い
て
の
介
護
休
暇
の
初
日
か
ら
起
算
し
て
六
月

　

を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
」
と
す
る
。

熊
本
県
公
営
企
業
管
理
規
程
第
十
二
号

　

熊
本
県
企
業
局
会
計
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
管
理
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
公
営
企
業
管
理
者　

佐　

藤　

博　

治
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配
偶
者
（
届
出
を
し
な
い
が
事
実

上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ

る
者
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）

父
母

七
日

配
偶
者
（
届
出
を
し
な
い
が
事
実

上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ

る
者
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）

父
母

十
日

七
日



　
　
　

熊
本
県
企
業
局
会
計
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
管
理
規
程

　

熊
本
県
企
業
局
会
計
規
程
（
昭
和
三
十
九
年
電
気
事
業
管
理
規
程
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

　

第
十
四
条
中
総
務
課
の
帳
簿
及
び
経
営
課
の
帳
簿
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

総
務
課
の
帳
簿

　

一　

収
入
予
算
整
理
簿
（
別
記
第
十
三
号
様
式
）

　

二　

支
出
予
算
整
理
簿
（
別
記
第
十
四
号
様
式
）

　

三　

固
定
資
産
台
帳
（
別
記
第
十
八
号
様
式
）

　

四　

土
地
台
帳
（
別
記
第
十
九
号
様
式
）

　

経
営
課
の
帳
簿

　

一　

企
業
債
及
び
借
入
金
台
帳
（
別
記
第
十
五
号
様
式
）

　

第
四
十
四
条
第
一
項
中
「
返
納
通
知
書
（
別
記
第
二
十
三
号
様
式
）
」
を
「
返
納
通
知
書
（
別
記
第
二

十
三
号
様
式
の
二
）
」
に
改
め
る
。

　

第
五
十
二
条
第
一
項
中
「
物
品
（
貯
蔵
品
を
除
く
）
」
を
「
物
品
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
削
り
、

同
条
第
三
項
中
「
総
務
課
長
又
は
経
営
課
長
」
を
「
総
務
課
長
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
す
る
。

　

第
五
十
三
条
第
一
項
及
び
第
五
十
三
条
の
二
中
「
総
務
課
長
又
は
経
営
課
長
」
を
「
総
務
課
長
」
に
改

め
る
。

　

第
五
十
四
条
中
「
貯
蔵
品
を
除
く
物
品
に
つ
い
て
は
総
務
課
長
に
、
貯
蔵
品
に
つ
い
て
は
経
営
課
長
」

を
「
総
務
課
長
」
に
改
め
る
。

　

第
五
十
六
条
中
及
び
第
五
十
七
条
中
「
経
営
課
長
」
を
「
総
務
課
長
」
に
改
め
る
。

　

第
五
十
八
条
の
二
第
一
項
中
「
物
品
（
貯
蔵
品
を
除
く
）
」
を
「
物
品
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
削

り
、
同
条
第
三
項
中
「
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
物
品
（
貯
蔵
品
を
除
く
）
」
を
「
前
項
の
規
定
に
よ
り
物

品
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
第
四
項
を
削
る
。

　

第
五
十
九
条
中
「
総
務
課
長
又
は
経
営
課
長
」
を
「
総
務
課
長
」
に
改
め
る
。

　

第
六
十
一
条
中
「
経
営
課
長
」
を
「
総
務
課
長
」
に
改
め
る
。

　

第
六
十
九
条
か
ら
第
七
十
条
の
二
ま
で
の
規
定
中
「
総
務
課
長
、
経
営
課
長
」
を
「
総
務
課
長
」
に
改

め
る
。

　

第
七
十
一
条
の
二
第
二
項
中
「
経
営
課
長
」
を
「
総
務
課
長
」
に
、
「
固
定
資
産
除
却
書
（
別
記
第
四

十
二
の
二
号
様
式
）
」
を
「
固
定
資
産
除
却
書
（
別
記
第
四
十
二
号
の
二
様
式
）
」
に
改
め
る
。

　

第
七
十
二
条
第
三
項
中
「
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
」
を
「
第
八
条
第
二
項
又
は
第
九
条
第
二

項
の
規
定
に
基
づ
く
」
に
、
「
第
八
条
第
一
項
」
を
「
第
八
条
第
一
項
又
は
第
九
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

　

第
七
十
九
条
中
「
禁
治
産
者
及
び
準
禁
治
産
者
並
び
に
」
を
「
一
般
競
争
入
札
に
係
る
契
約
を
締
結
す

る
能
力
を
有
し
な
い
者
及
び
」
に
改
め
る
。

　

別
表
第
一
（
第
八
条
関
係
）
の
工
業
用
水
道
事
業
予
算
科
目
の
収
益
的
支
出
の
表
の
事
業
費　

営
業
費

用　

原
水
及
び
浄
水
費
又
は
配
水
費
又
は
受
託
工
事
費
又
は
業
務
費　

固
定
資
産
除
却
費
の
項
を
削
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「　

事
業
費　

営
業
費
用　

工
業
用
水
道
の
項
中
「　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
を　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

に
改
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　

」

　

別
表
第
二
（
第
八
条
関
係
）
の
電
気
事
業
会
計
勘
定
科
目
の
固
定
資
産
の
表
の
有
形
固
定
資
産　

建
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仮
勘
定　

（
何
）
建
設
工
事
口　

無
形
固
定
資
産
の
項
中　
　
　
　
　
　
　
　
　

を　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  　
　
　
　
　
　
　
　

」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「　

に
、
無
形
固
定
資
産　

水
力
発
電
設
備　

（
何
）
発
電
所
又
は
発
電
総
合
管
理
所
の
項
中　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「

　
　
　

を　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
、
無
形
固
定
資
産　

業
務
設
備　

企
業
局
の
項
中

　
　

」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

　
　
　

「

　　
　

を　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
改
め
、
無
形
固
定
資
産　

附
帯
事
業
固
定
資
産　

（
何
）
発
電
所
又
は

　

」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「　
　
　
　
　
　

発
電
総
合
管
理
所
又
は
企
業
局
の
項
中　
　
　
　
　
　
　
　
　

を　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
改
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
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減
価
償
却
費

減
価
償
却
費

固
定
資
産
除

却
費

除
却
損

除
却
費
用

電
信
電
話
専

用
施
設
利
用

権

電
信
電
話
専

用
施
設
利
用

権ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア

電
信
電
話

用
施
設
利

権

専用

電
信
電
話
専

用
施
設
利
用

権ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア

東
京
寮
使
用

権

東
京
寮
使
用

権ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア

電
信
電
話
専

用
施
設
利
用

権

電
信
電
話
専

用
施
設
利
用

権ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア



　

別
表
第
二
（
第
八
条
関
係
）
の
電
気
事
業
会
計
勘
定
科
目
の
流
動
資
産
の
表
中
「熊

本
フ
ァ
ミ
リ

ー銀

行
本
店

」
を
「熊

本
フ
ァ
ミ
リ

ー銀
行

」
に
改
め
、
貯
蔵
品　

一
般
貯
蔵
品　

（
何
）
発
電
所
又
は
発
電

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「

総
合
管
理
所
又
は
企
業
局
の
項
中　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
「　
　
　
　
　
　
　

」
に
改
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

　

別
表
第
二
（
第
八
条
関
係
）
の
電
気
事
業
会
計
勘
定
科
目
の
資
本
金
の
表
の
資
本
金　

自
己
資
本
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「

企
業
局
の
項
中
「　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
」
を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
、
資

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

本
金　

借
入
資
本
金　

企
業
局　

企
業
債
の
項
中
「建

設
省

」
を
「国

土
交
通
省

」
に
改
め
、
資
本
金　

借
入
資
本
金　

企
業
局　

繰
入
金　

一
般
会
計
繰
入
金
の
項
を
削
る
。

　

別
表
第
二
（
第
八
条
関
係
）
の
有
料
道
路
事
業
会
計
勘
定
科
目
の
固
定
資
産
の
表
の
有
形
固
定
資
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「

建
設
仮
勘
定　

（
何
）
有
料
道
路
建
設
工
事
口　

無
形
固
定
資
産
の
項
中
「　
　
　
　
　
　
　

」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「

　
　
　
　
　
　
　

に
改
め
、
無
形
固
定
資
産　

有
料
道
路
設
備　

（
何
）
有
料
道
路
の
項
中

　
　
　
　
　
　

」

　
　
　
　
　

「

　
　
　
　

を　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
改
め
る
。

　
　
　

」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

　

別
表
第
二
（
第
八
条
関
係
）
の
有
料
道
路
事
業
会
計
勘
定
科
目
の
流
動
資
産
の
表
の
貯
蔵
品　

一
般
貯

　
　
　
　
　
　
　
　
　

「

蔵
品　

企
業
局
の
項
中　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
「　
　
　
　
　
　
　

」
に
改
め
る
。　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

　

別
表
第
二
（
第
八
条
関
係
）
の
有
料
道
路
事
業
会
計
勘
定
科
目
の
資
本
金
の
表
の
自
己
資
本
金
の
項
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「

「　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
を

　
　
　

に
、
借
入
資
本
金　

企
業
債　

（
何
）
有
料
道
路
の
項
中
「建

設
省

」
を
「国

土
交
通
省

」
に
改

　
　

」

め
、
借
入
資
本
金　

繰
入
金　

（
何
）
有
料
道
路　

一
般
会
計
繰
入
金
の
項
を
削
る
。

　

別
表
第
二
（
第
八
条
関
係
）
の
工
業
用
水
道
事
業
会
計
勘
定
科
目
の
費
用
の
表
の
事
業
費　

営
業
費
用

　

原
水
及
び
浄
水
費
又
は
配
水
費
又
は
受
託
工
事
費
又
は
業
務
費　

資
産
減
耗
費
の
項
を
削
り
、
事
業
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「　

　

営
業
費
用　

工
業
用
水
道
の
項
中　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
改
め
る
。

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」　

　
　

　

別
表
第
二
（
第
八
条
関
係
）
の
工
業
用
水
道
事
業
会
計
勘
定
科
目
の
固
定
資
産
の
表
の
有
形
固
定
資
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「　
　
　
　
　
　

　

建
設
仮
勘
定　

（
何
）
施
設
建
設
工
事
口　

無
形
固
定
資
産
の
項
中　
　
　
　
　
　
　
　
　

を　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」　

　
　

　
　
　
　
　
　

に
改
め
、無
形
固
定
資
産　

工
業
用
水
道
設
備　
（
何
）施
設
の
項
中
「　
　
　
　
　
　
　
 
」

　　
　
　
　
　

」
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雑
品
類

油
脂
類

一
般
会
計
繰

入
金

自
己
資
本
金

繰
入
金

油
脂
類

自
己
資
本
金

電
話
加
入
権

ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア

東
京
寮

権

使
用

東
京
寮
使
用

権ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア

雑
品
類

油
脂
類

油
脂
類

一
般
会
計

入
金

企
業
局

（
何
）
有
料

道
路

自
己
資
本
金

繰
入
金

企
業
局

自
己
資
本
金

減
価
償
却
引

当特
別
償
却
引

当

減
価
償
却
費

除
却
損

除
却
費
用

減
価
償
却
引

当特
別
償
却
引

当固
定
資
産
除

却
費

償
却
費

減
耗
費

減
価

資
産

電
信
電
話
専

用
施
設
利
用

権

電
 

用権ソア

信
電
話
専

施
設
利
用

フ
ト
ウ
ェ

施
設
利
用
権

電
話
加
入
権

繰



　

「　
を　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
改
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

　

別
表
第
二
（
第
八
条
関
係
）
の
工
業
用
水
道
事
業
会
計
勘
定
科
目
の
流
動
資
産
の
表
の
貯
蔵
品　

一
般

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「

貯
蔵
品　

工
業
用
水
道
の
項
中　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
「　
　
　
　
　
　
　

」
に
改
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

　

別
表
第
二
（
第
八
条
関
係
）
の
工
業
用
水
道
事
業
会
計
勘
定
科
目
の
資
本
金
の
表
の
自
己
資
本
金
の
項

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「

中
「　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
を

　
　

　
　
　
　

に
、
借
入
資
本
金　

企
業
債　

工
業
用
水
道
の
項
中
「建

設
省

」
を
「国

土
交
通
省

」
に
改
め
、

　
　
　

」

借
入
資
本
金　

繰
入
金　

工
業
用
水
道　

一
般
会
計
繰
入
金
の
項
を
削
る
。

　

別
表
第
二
（
第
八
条
関
係
）
の
有
料
駐
車
場
事
業
会
計
勘
定
科
目
の
固
定
資
産
の
表
の
有
形
固
定
資
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

建
設
仮
勘
定　

有
料
駐
車
場
建
設
工
事
口　

無
形
固
定
資
産
の
項
中　
　
　
　
　
　
　
　
　

を　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「

　
　
　
　
　
　

に
改
め
、
無
形
固
定
資
産　

有
料
駐
車
場
設
備　

有
料
駐
車
場
の
項
中　
　

　
　
　
　
　

」

　
　
　

「　

　
　

を　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
改
め
る
。

　

」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

　

別
表
第
二
（
第
八
条
関
係
）
の
有
料
駐
車
場
事
業
会
計
勘
定
科
目
の
流
動
資
産
の
表
の
貯
蔵
品　

一
般

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「

貯
蔵
品　

有
料
駐
車
場
の
項
中　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
「　
　
　
　
　
　
　

」
に
改
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

　

別
表
第
二
（
第
八
条
関
係
）
の
有
料
駐
車
場
事
業
会
計
勘
定
科
目
の
資
本
金
の
表
の
自
己
資
本
金
の
項

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「

中
「　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
を

　
　
　
　

に
、
借
入
資
本
金　

企
業
債　

有
料
駐
車
場
の
項
中
「建

設
省

」
を
「国

土
交
通
省

」
に
改
め
、

　
　
　

」

借
入
資
本
金　

繰
入
金　

有
料
駐
車
場　

一
般
会
計
繰
入
金
の
項
を
削
る
。

　

別
記
第
十
二
号
様
式
二
中
「
借
方
勘
定
」
を
「
借
方
科
目
」
に
改
め
る
。

　

別
記
第
二
十
号
様
式
の
二
の
そ
の
一
、
別
記
第
二
十
号
様
式
の
三
の
そ
の
一
、
別
記
第
二
十
号
様
式
の

四
の
そ
の
一
及
び
別
記
第
二
十
号
様
式
の
五
の
そ
の
一
中
「
合
議
」
を
「
決
裁
」
に
改
め
る
。

　

別
記
第
二
十
三
号
様
式
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。
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雑
品
類

油
脂
類

油
脂
類

一
般
会

入
金

工
業
用
水
道

工
業
用
水
道

自
己
資
本
金

繰
入
金

工
業
用
水
道

自
己
資
本
金

計
繰

電
信
電
話
専

用
施
設
利
用

権

電用権ソア
信
電
話
専

施
設
利
用

フ
ト
ウ
ェ

東
京
寮
使
用

権

東
京
寮
利
用

権ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア

雑
品
類

油
脂
類

油
脂
類

有
料
駐
車
場

自
己
資
本
金

一
般
会

入
金

有
料
駐
車
場

有
料
駐
車
場

自
己
資
本
金

繰
入
金

計
繰

施
設
利
用
権

ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア



　

別
記
第
三
十
一
号
様
式
の
そ
の
一
及
び
別
記
第
三
十
三
号
様
式
の
そ
の
一
中
「
合
議
」
を
「
決
裁
」
に

改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
程
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
十
四
条
、
第
五
十
二
条
か
ら
第
五
十
四
条
、

第
五
十
六
条
か
ら
第
五
十
九
条
、
第
六
十
一
条
、
第
六
十
九
条
か
ら
第
七
十
条
の
二
、
別
表
第
一
の
工
業

用
水
道
事
業
予
算
科
目
の
収
益
的
支
出
の
表
及
び
別
表
第
二
の
工
業
用
水
道
事
業
会
計
勘
定
科
目
の
費
用

の
表
の
改
正
規
定
並
び
に
第
七
十
一
条
の
二
の
規
定
中
「
経
営
課
長
」
を
「
総
務
課
長
」
に
改
め
る
部
分

の
規
定
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 
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発　
行　
所　

熊　
　
　

本　
　
　

県　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
市
国
府
四
丁
目
一
〇｜

一
八

平
成
十
四
年　
三　
月
二
十
九
日
印
刷　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

印
刷
所　

株
式
会
社　
　
　

秀　
　
　

巧　
　
　

社

平
成
十
四
年　
三　
月
二
十
九
日
発
行　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

電
話
㈹
〇
九
六｜

二
八
六｜

二
二
二
一
番

古紙配合率１００％


